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１
９
８
２
年
に
関
東
の
大
学
を
卒
業
し
、
東

京
一
極
集
中
か
ら
地
方
の
時
代
に
な
る
と
考

え
、
名
古
屋
鉄
道
と
い
う
舞
台
を
選
択
し
ま
し

た
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
人
生
を
振
返
り
、
経
験
か

ら
培
っ
た
私
の
モ
ッ
ト
ー
を
お
話
し
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

若
い
時
は
、
渥
美
半
島
先
端
の
伊
良
湖
岬
で

大
ア
サ
リ
を
焼
い
た
り
、
三
河
湾
の
篠
島
で
ゴ

ル
フ
の
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
の
建
設
に
携
わ
っ
た

り
、
広
報
や
秘
書
の
仕
事
も
や
っ
た
り
し
て
、

名
鉄
グ
ル
ー
プ
で
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
ま
し
た
。

世
は
バ
ブ
ル
の
絶
頂
期
で
、
安
月
給
に
も
関
わ

ら
ず
飲
み
会
で
の
二
次
会
も
頻
繁
で
し
た
。

　

そ
の
後
日
本
経
済
は
、バ
ブ
ル
の
崩
壊
、リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
な
ど
に
見
舞

わ
れ
、
名
鉄
グ
ル
ー
プ
も
大
き
な
影
響
を
受
け

ま
し
た
。
私
は
管
理
職
と
し
て
、
要
員
管
理
の

仕
事
や
東
京
銀
座
の
事
務
所
の
責
任
者
な
ど
を

経
験
し
、
名
古
屋
鉄
道
の
レ
ジ
ャ
ー
施
設
を
運

営
す
る
会
社
の
責
任
者
を
経
て
現
在
に
い
た
っ

て
い
ま
す
。

　

多
く
の
出
会
い
が
あ
り
、
相
手
の
気
持
ち
を

理
解
し
、
同
じ
目
線
で
会
話
し
、「
思
い
や
り
」

を
持
つ
こ
と
に
心
が
け
て
き
ま
し
た
。
私
は
人

と
仲
良
く
な
る
の
が
好
き
で
す
。
お
か
げ
さ
ま

で
今
で
も
多
く
の
人
と
お
付
合
い
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、最
近
特
に
大
切
に
し
て
い
る
の
は「
覚

悟
」
で
す
。
覚
悟
す
る
と
言
う
こ
と
は
、
何

か
を
捨
て
何
か
を
選
択
し
、
そ
れ
を
信
じ
て
決

心
を
固
め
る
こ
と
で
す
。
そ
の
判
断
が
違
っ
て

い
た
と
し
て
も
、
自
分
の
こ
と
な
ら
自
分
で
責

任
を
取
れ
ば
済
み
ま
す
が
、
多
く
の
人
に
関
わ

る
判
断
を
強
い
ら
れ
る
局
面
で
、
自
分
を
信
じ

て
行
動
す
る
と
い
う
覚
悟
が
あ
る
か
ど
う
か
で

す
。

　

名
鉄
グ
ル
ー
プ
は
、「
地
域
」
を
創
る
、「
社

会
」
を
支
え
る
、そ
し
て
「
ま
ち
」
を
彩
る
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

新
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
名
鉄
×
Ｗ

Ａ
Ｏ
！
」
も
話
題
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
名
鉄
グ

ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
、
こ
の
「
思
い
や
り
」

と
「
覚
悟
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
グ
ル
ー
プ
の
発

展
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま

で
交
通
安
全
特
別
ご
祈
祷
が
厳
修

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
山
で
は
年
四
回
の
「
交
通
安

全
週
間
」
の
主
旨
に
賛
同
し
、
こ

の
期
間
中
に
交
通
安
全
ご
祈
祷
を

受
け
ら
れ
た
方
に
「
交
通
安
全
之

証
」
を
授
与
し
て
、
よ
り
一
層
の

交
通
安
全
の
ご
加
護
を
得
ら
れ
ま

す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

て
お
り
ま
す
。

秋
彼
岸
会
法
要
営
む

　

秋
の
お
彼
岸
中
日
に
当
た
る
九

月
二
十
二
日
、
午
後
二
時
よ
り
大

師
堂
に
お
い
て
、
小
豆
畑
主
監
お

導
師
の
も
と
秋
彼
岸
会
法
要
が
営

ま
れ
ま
し
た
。【
写
真
一
面
】

　

法
要
に
は
当
山
関
係
物
故
者
の

ご
遺
族
を
始
め
、「
霊
雲
閣
」
に

お
位
牌
を
奉
祀
さ
れ
て
い
る
ご
遺

族
が
多
数
参
列
さ
れ
、
諸
精
霊
に

供
養
の
誠
を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
法
要
後
は
、
霊
雲
閣
に
て

位
牌
を
奉
祀
さ
れ
た
各
家
の
先
祖

代
々
精
霊
へ
の
回
向
が
営
ま
れ
ま

し
た
。

交
通
安
全
祈
願
祭
厳
修

岐
阜
県
自
動
車
会
議
所 

・
岐
阜
県
交
通
安
全
協
会
主
催

　

九
月
二
十
日
、
午
後
一
時
半
よ

り
岐
阜
自
動
車
会
館
（
岐
阜
市
日

置
江
）
に
お
い
て
、
岐
阜
県
自
動

車
会
議
所
・
岐
阜
県
交
通
安
全
協

会
主
催
の
交
通
安
全
祈
願
祭
が
小

豆
畑
主
監
お
導
師
の
も
と
厳
修
さ

れ
ま
し
た
。

　

九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま

で
実
施
さ
れ
る
「
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
」
に
合
わ
せ
、
岐
阜
県

で
は
二
十
日
、「
自
動
車
交
通
事

故
防
止
大
会
」
が
岐
阜
自
動
車
会

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
大
会
冒

頭
、
交
通
安
全
祈
願
祭
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
岐
阜
県
内
の
自
動
車

関
係
、
交
通
安
全
関
係
の
代
表
者

な
ど
、
約
三
〇
〇
人
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

交
通
安
全
週
間

特
別
ご
祈
祷
厳
修

交
通
安
全
護ご

ま

ぎ

摩
木

　
　
　

の
ご
案
内

　

お
名
前
を
お
書
き
の
上
、

自
動
車
祈
祷
殿
に
て
お
申
込

み
下
さ
い
。
お
護
摩
祈
祷
に

て
お
焚
き
上
げ
し
、
交
通
安

全
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

初
穂
料
三
百
円
以
上

祈
交
通
安
全　
　

成
田
一
郎

交
通
安
全
之
証

十
一
月
三
日
（
文
化
の
日
）

午
前
十
一
時
よ
り
本
堂
に
て
厳
修

記
念
大
法
要

開
創
七
十
一
周
年
記
念
大
祭

岸
田
照
泰
貫
首
大
僧
正
ご
巡
錫

大
本
山
成
田
山
新
勝
寺

岸
田
照
泰
貫
首
猊
下

・
宗
祖
弘
法
大
師
報
恩
法
要
・
出
世
稲
荷
法
楽

　
　（
午
前
十
時
　
大
師
堂
、
出
世
稲
荷
堂
）

・
献
華
式
（
午
前
十
一
時
の
大
護
摩
供
に
併
催
）

・
開
創
七
十
一
周
年
記
念
大
法
要
（
午
前
十
一
時
）

・
記
念
大
祭
式
典
（
記
念
大
法
要
終
了
後 

）

・ 

大
祭
記
念
大
護
摩
供
（
午
前
九
時
、
午
後
一
時
、
三
時
）

・
八
方
宝
剣
法
要
（
午
前
九
時
半
、
祈
祷
殿
屋
上
）

記
念
大
祭
行
事
日
程

十
一
月
三
日
（
文
化
の
日
）

十
一
月
二
日
（
土
）
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こ
の
度
は
、
駐
日
中
国
大
使
賞

と
い
う
素
晴
ら
し
い
賞
に
選
ん
で

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

教
室
の
先
生
か
ら
特
別
賞
受
賞

の
電
話
を
い
た
だ
い
た
時
は
「
何

か
の
間
違
い
じ
ゃ
な
い
？
」
と
思

い
ま
し
た
。
第
三
十
八
回
大
会
で

読
売
賞
を
、
第
三
十
九
回
大
会
で

は
成
田
山
賞
を
い
た
だ
き
、
そ
れ

だ
け
で
も
奇
跡
に
近
い
と
大
変
驚

い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
う
え
今
回

は
特
別
賞
の
う
ち
の
ひ
と
つ
に
選

ん
で
い
た
だ
け
た
な
ん
て
、
と
て

も
信
じ
ら
れ
ず
、
実
感
が
湧
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
四
月
に
行
な
わ
れ

た
授
賞
式
に
参
列
し
、
喜
び
と
共

に
改
め
て
こ
の
賞
の
重
さ
を
感

じ
、
七
月
の
席
書
会
へ
向
け
て
身

が
引
き
し
ま
る
思
い
が
し
ま
し

た
。

　

席
書
会
へ
向
け
て
私
が
選
ん
だ

言
葉
は
、「
玉
不
磨
無
光
」
で
す
。

ど
ん
な
に
優
れ
た
素
質
や
才
能
を

持
っ
て
い
て
も
、
努
力
を
積
ま
な

け
れ
ば
立
派
な
人
物
に
は
な
れ
な

い
。
私
は
こ
の
言
葉
を
い
つ
も
意

識
し
て
い
ま
す
。
私
は
書
道
を
習

い
始
め
て
十
年
経
ち
ま
し
た
。
そ

れ
と
並
行
し
て
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

競
技
も
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
ス

ケ
ボ
ー
で
は
、
常
に
激
し
い
動
き

を
し
た
り
、
大
会
で
戦
っ
た
り
、

厳
し
い
状
況
ば
か
り
で
す
。
だ
か

ら
私
に
と
っ
て
書
道
は
、
心
を
落

ち
着
か
せ
る
こ
と
が
出
来
る
安
ら

ぎ
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
書
道
と

ス
ケ
ボ
ー
、
全
く
別
世
界
の
も
の

で
す
が
、
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
日
々
の

積
み
重
ね
が
あ
っ
て
こ
そ
、
成
果

が
表
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
す
。
私

に
と
っ
て
ど
ち
ら
も
欠
か
す
こ
と

の
出
来
な
い
存
在
で
す
。

　

私
は
一
年
前
に
大
怪
我
を
し
て

し
ま
い
、
手
術
を
し
ま
し
た
。
今

も
ス
ケ
ボ
ー
に
は
乗
れ
ず
、
悔
し

い
思
い
を
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ

諦
め
て
は
い
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
気

持
ち
も
こ
め
て
、
こ
の
字
を
練
習

し
て
き
ま
し
た
。
指
導
し
て
下

さ
っ
た
折
戸
鳳
林
先
生
か
ら
、「
ひ

よ
ち
ゃ
ん
ら
し
い
字
を
書
い
た
ら

い
い
よ
。」
と
い
つ
も
声
を
か
け

て
い
た
だ
き
、
本
番
も
自
分
ら
し

く
堂
々
と
書
こ
う
、
と
思
う
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

国
内
交
流
会
当
日
、
諸
先
生
方

や
保
護
者
の
方
々
に
見
守
ら
れ
な

が
ら
揮
毫
す
る
の
は
初
め
て
の
体

験
で
し
た
の
で
、
緊
張
も
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
と
て
も
ワ

ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。
ペ
ア
に
な
っ

た
多
良
さ
ん
の
協
力
も
あ
っ
て
、

落
ち
着
い
て
い
つ
も
通
り
に
筆
を

進
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
受

賞
者
の
方
々
の
作
品
は
、
と
て
も

上
手
で
圧
倒
さ
れ
た
の
と
同
時

に
、
一
人
一
人
個
性
が
あ
り
、
違

う
雰
囲
気
で
「
あ
あ
や
っ
ぱ
り
書

は
面
白
い
。」
と
感
じ
ま
し
た
。

私
は
今
、
六
朝
楷
書
を
中
心
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
他
の
書
体

に
も
挑
戦
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
交
流
会
を
通
じ
て
新
た
な
発

見
も
出
来
、
目
標
を
持
つ
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
何
よ
り
、
書
を
通

じ
て
友
達
が
出
来
た
事
が
本
当
に

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
歳
も
住
ん
で

い
る
所
も
違
う
け
れ
ど
、
書
で
つ

な
が
る
事
が
出
来
た
の
で
す
。
そ

し
て
今
ま
で
以
上
に
書
道
を
好
き

に
な
り
ま
し
た
。私
の
中
の
静（
書

道
）
と
動
（
ス
ケ
ボ
ー
）。
こ
れ

か
ら
も
努
力
を
惜
し
ま
ず
、
楽
し

ん
で
双
方
高
め
合
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な

機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
、
成

田
山
新
勝
寺
の
方
々
、諸
先
生
方
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

第 40 回  成田山
全国競書大会

さ
ん

小
田
切
陽
依

山
梨
学
院
高
等
学
校

席
書
会
で
揮
毫
す
る
筆
者

私
の
中
の
静
と
動

一
、
日

時
　
十
月
五
日
（
土
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
七
時
～
午
前
十
一
時
三
十
分

一
、
受

付
　
信
徒
会
館
一
階
玄
関
前
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
六
時
三
十
分
よ
り
受
付

一
、
会

場
　
信
徒
会
館
一
階
ホ
ー
ル

一
、
参
加
資
格
　
幼
・
小
・
中
・
高
校
生

一
、
参
加
費
　
無
　
料

一
、
作
品
形
式
　
規
定
半
紙
縦
書
き

　
　
　
　
　
　
　（
当
日
会
場
に
て
規
定
半
紙
を
二
枚
配
布
）

一
、
成
績
発
表
　
十
月
下
旬
に
中
日
新
聞
及
び
当
紙
上
に
て

一
、
表
彰
式
　
十
一
月
九
日
（
土
）
午
前
十
時

　
　
　
　
　
　
　
　
信
徒
会
館
一
階
ホ
ー
ル

一
、
注
意
事
項
　
会
場
で
の
練
習
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
作
品
は
参
加
者
自
身
が
選
ぶ
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
提
出
さ
れ
た
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

成
田
山
学
童
席
上
揮
毫
大
会

第61回

幼
　
年
　
と
　
ぶ

小
一
年
　
み
や
び

小
二
年
　
お
も
い
で

小
三
年
　
お
月
さ
ま
（
楷
書
）

小
四
年
　
秋
さ
く
花
（
楷
書
）

小
五
年
　
輝
く
未
来
（
楷
書
）

小
六
年
　
意
見
発
表
（
楷
書
）

中
一
年
　
無
形
文
化
財
（
楷
書
）

中
二
年
　
無
形
文
化
財
（
行
書
）

中
三
年
　
無
形
文
化
財
（
行
書
）

高
校
生
　
泉
声
帯
月
静
（
自
由
）

【 課 題 】
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特
別
企
画
と
し
て
参
拝
の
バ
ス

旅
に
心
弾
ま
せ
参
加
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

【
１
日
目
】
成
田
山
東
京
別
院
深

川
不
動
堂
へ
。
中
村
照
丸
主
監
様

か
ら
ご
挨
拶
、
大
護
摩
参
拝
で
は

大
太
鼓
の
凄
ま
じ
い
音
と
地
響
き

が
全
身
に
共
鳴
、
お
ね
が
い
不
動

尊
、
祈
り
の
回
廊
は
８
４
９
９
体

小
型
の
ク
リ
ス
タ
ル
五
輪
塔
に

入
っ
た
不
動
尊
像
、
壁
に
連
な
る

巨
大
念
珠
に
触
れ
な
が
ら
、
幼
少

時
の
祖
父
母
の
家
で
の
大
念
珠
の

懐
か
し
さ
を
感
じ
て
回
っ
た
。

　

続
い
て
阿
字
橋
、
十
二
支
守
一

代
守
り
本
尊
、
供
養
の
間
、
宝
蔵

大
日
堂
の
天
井
画
「
大
日
如
来
蓮

池
図
」、
平
和
の
鐘
を
ご
案
内
頂

き
参
拝
し
た
。

　

そ
の
後
宿
の
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
成

田
へ
到
着
。
19
時
か
ら
懇
親
会
。

　

始
め
に
索
の
会
副
会
長
（
丹
羽

支
部
長
）
社
本
宮
明
様
よ
り
ご
挨

拶
「
秋
晴
れ
に
な
り
皆
様
の
ご
信

心
と
ご
精
進
の
お
陰
。
お
不
動
様

の
お
力
を
頂
い
て
大
勢
の
方
が
ご

参
加
お
詣
り
下
さ
る
喜
び
と
感

謝
」の
お
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

次
に
成
田
山
名
古
屋
別
院    

小
豆
畑
照
観
主
監
様
よ
り
ご
挨
拶

「
25
日
か
ら
の
長
い
台
風
に
関
係

者
の
方
々
は
す
ご
く
神
経
を
使
っ

た
大
変
な
一
週
間
を
労
わ
れ
、
又

こ
の
様
な
中
行
わ
れ
ま
し
た
こ
の

ご
縁
に
お
不
動
様
の
ご
加
護
の
お

陰
と
當
山
開
創
70
周
年
記
念
大
祭

が
無
事
に
終
わ
ら
れ
た
御
礼
」
の

お
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

【
２
日
目
】
大
本
山
成
田
山
新
勝

寺
へ
。
早
朝
薄
暗
い
中
を
お
不
動

様
と
巡
り
合
う
た
め
に
一
歩
づ
つ

進
め
た
。
朝
護
摩
参
拝
で
は
御
本

尊
不
動
明
王
尊
の
ご
宝
前
に
進
み

お
手
綱
に
触
れ
ら
れ
た
こ
と
は
感

動
し
ま
し
た
。

　

次
に
貫
首
猊
下
を
お
迎
え
し
て

の
記
念
撮
影
、
坊
入
で
は
精
進
料

理
を
舌
鼓
、
新
勝
寺
で
し
か
味
わ

え
な
い
「
大
浦
ご
ぼ
う
」
は
甘
辛

い
味
付
け
で
美
味
し
か
っ
た
。

　

気
付
け
ば
外
は
嵐
。
ご
厚
意
に

よ
り
貴
賓
の
間
に
収
め
ら
れ
た
襖

絵
「
日
月
春
秋
」
を
奇
跡
的
に
拝

見
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
雨
が
止

み
大
本
堂
、
平
和
大
塔
、
醫
王
殿
、

三
重
塔
、
仁
王
門
を
参
拝
し
た
。

途
中
に
立
寄
っ
て
参
拝
し
た
牛
久

大
佛
の
高
さ
に
驚
い
た
。

【
３
日
目
】
輪
王
寺
・
日
光
東
照

宮
へ
。
世
界
を
平
和
の
輪
で
つ
な

ぐ
日
光
山
輪
王
寺
で
は
旅
行
参
加

者
の
息
災
を
願
い
、
皆
さ
ん
で
法

楽
を
お
唱
え
し
た
。
次
に
日
光
東

照
宮
参
拝
、
陽
明
門
、
回
廊
、
す

べ
て
が
豪
華
絢
爛
の
美
し
さ
に
目

を
奪
わ
れ
た
。

　

結
び
に
日
頃
お
不
動
様
が
い
つ

も
心
に
灯
り
を
と
も
し
て
い
て
下

さ
る
親
近
感
と
幸
せ
を
感
じ
、
お

不
動
様
か
ら
更
に
強
く
生
き
る
力

を
頂
い
て
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

　

成
田
山
索
の
会
特
別
企
画
と
し

て
、
九
月
二
日
～
四
日
に
大
本
山

成
田
山
新
勝
寺
・
東
京
別
院
深
川

不
動
堂
・
日
光
東
照
宮
へ
二
泊
三

日
の
参
拝
旅
行
を
計
画
し
、
参
加

者
１
４
４
名
の
大
参
拝
団
を
結
成

し
て
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

早
朝
各
地
を
出
発
し
た
一
行
は

心
配
さ
れ
た
台
風
の
影
響
も
な

く
、
東
京
別
院
深
川
不
動
堂
に
到

着
。記
念
撮
影
、昼
食
・
諸
堂
伽
藍
、

大
護
摩
供
を
参
拝
し
、
中
村
照
丸

主
監
よ
り
丁
重
な
ご
挨
拶
を
、
別

院
皆
様
か
ら
は
心
暖
ま
る
ご
接
待

を
賜
り
ま
し
た
。

　

夕
方
、
宿
泊
施
設
で

あ
る
成
田
ア
ー
ト
ホ
テ

ル
に
て
到
着
。
懇
親
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
懇

親
会
で
は
、
名
古
屋
別

院 

小
豆
畑
主
監
よ
り
挨

拶
を
賜
り
、
索
の
会
副

会
長 

社
本
宮
明
氏
が
挨

拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
常
務
理
事 

岡
部

幸
男
氏
の
乾
杯
の
発
声

後
は
、
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
雰
囲
気
の
中
で

一
日
目
を
終
え
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
午
前
五
時

三
十
分
か
ら
の
新
勝
寺

朝
護
摩
供
参
拝
か
ら
始

ま
り
お
手
綱
参
拝
を
終

え
、
光
輪
閣
に
て
記
念

撮
影
。
坊
入
り
で
は
伊
藤
照
節
寺

務
長
よ
り
ご
挨
拶
を
賜
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
案
内
に
よ
り
諸
堂
を
参

拝
、
昼
食
は
成
田
名
物
の
う
な
ぎ

重
を
頂
き
ま
し
た
。

　

最
終
日
、
日
光
輪
王
寺
・
東
照

宮
を
参
拝
し
、
全
て
の
行
程
を
無

事
に
終
え
、
参
加
者
皆
様
に
と
っ

て
と
て
も
充
実
し
た
三
日
間
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
此
度
、
移
動
の

車
中
で
頂
く
パ
ン
や
お
菓
子
を
ご

協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場

を
借
り
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。　
　
　
　
　
　

事
務
局
記

◆
ご
協
賛
御
芳
名
（
順
不
同
）

丹
羽
郡　
　

福
玉
精
穀
倉
庫
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

社
本　

宮
明

名
古
屋
市　

山
崎
製
パ
ン
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

名
古
屋
工
場

　

〃　
　
　

名
鉄
観
光
バ
ス
㈱

　

〃　
　
　

岡　

部　
　

幸　

男

　

〃　
　
　

中　

村　
　

富　

子

  索の会
特別企画

参
拝
旅
行

大
本
山
成
田
山
新
勝
寺

東
京
別
院
深
川
不
動
堂

・
日
光
東
照
宮

『
索
の
会
特
別
企
画　

大
本
山
成
田
山
新
勝
寺

　

東
京
別
院
深
川
不
動
堂

・
日
光
東
照
宮
参
拝
旅
行
』
に
参
加
し
て

村
田
美
保
子

成
田
山
索
の
会
丹
羽
支
部

大
口
町
太
極
拳
協
会

　
大
本
山
成
田
山
新
勝
寺
光
輪
閣
に
て

　
岸
田
貫
首
猊
下
と
と
も
に
記
念
撮
影

東
京
別
院
深
川
不
動
堂

　
　
日
光
東
照
宮

新
勝
寺
で
坊
入
り
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◆
大
ロ
ー
ソ
ク

奈
良
県　
　

藤　

本　
　

祐　

介

奈
良
県　
　

藤　

本　
　

絵
里
香

　

〃　
　
　

藤　

本　
　

椛　

鈴

◆
の
ぼ
り

岐
阜
市　
　

安　

田　
　

薫　

子

各
務
原
市　

金　

光　
　

順　

子

　

〃　
　
　

槫　

谷　
　

知　

歩

◆
お
供

各
務
原
市　

武
藤
容
治
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋　

靖
章

　

〃　
　
　

オ
ペ
ラ
貞
奴

　
　
　
　
　
　
　
　

金
光　

順
子

　

〃　
　
　

中　

野　
　
　
　

隆

　

〃　
　
　

原　
　
　
　

敬　

徳

　

〃　
　
　

渡　

邉　
　

貞　

子

　

〃　
　
　

榑　

谷　
　

知　

歩

岐
阜
市　
　

安　

田　
　

薫　

子

　

〃　
　
　

伊　

藤　
　

泰　

子

一
宮
市　
　

浅　

野　
　

慶　

子

岐
阜
市　
　

市　

川　
　

孝　

子

　

〃　
　
　

山　

田　
　

波　

子

　

〃　
　
　

山　

田　
　

き
よ
子

多
治
見
市　

藤　

本　
　

尚　

子

名
古
屋
市　

文
化
の
み
ち
二
葉
館

　

〃　
　
　

鈴　

木　
　

サ
チ
ア

犬
山
市　
　

上　

杉　
　

超　

治

　

〃　
　
　

中　

山　
　

佳　

子

栃
木
県　
　

渡　

邉　
　

千　

永

貞
照
寺
だ
よ
り

秋
彼
岸
会
法
要
営
む

開創91周年

記念大祭のご案内

◆期日　10 月 28 日（月）
　　　　開創記念大護摩供
　　　　午前 10 時 30 分より
◆場所　本堂

　貞照寺は檀信徒皆様のご信援

により、10 月 28 日に開創 91

周年を迎えます。

　当日は下記の通り記念大祭を

厳修いたします。皆様のご来山

をお待ち申し上げます。

◆艸花庵養老軒　わらび餅、どら焼き
◆季節のジャム　sweet-jam
　　地元の野菜や果物を使ったジャム
◆おおだいら養蜂　天然はちみつ
◆かいちゃんのアップルパイ　アップルパイ
◆うぬまま部　アクセサリー、布小物等
◆木香（キコ）　木のカトラリー、アクセサリー
◆ゆうはるハンドメイド　小物・アクセサリー
◆ cafe I am I　焼菓子、コーヒー、季節のドリンク
◆ Cafe Puppy's Wagon　クレープ

◆ hotdogsuns　ホットドック
◆ taro ＿ nuinui　ダーニング（要予約）
◆ぷち和み☆ゆかこ　
　　和みのヨーガ＆お手当（予約制）
◆ POLA Prime2
　　ハンドマッサージ＆肌プランニング（肌診断）
◆レトロ屋　古道具、アンティーク、雑貨

【貞奴マルシェ出店店舗】

〒 509-0123
各務原市鵜沼宝積寺町 5-189
電話　(058)384-0202

成田山貞照寺

貞奴縁起・諸芸上達・所願成就

ホームページ
ＱＲコード

　【当日イベントなど】
◆大護摩供ご修行　11：00
◆奉納太鼓　11：30、13：30（各務原太鼓保存会）
◆写経（庫裡）　9：30 ～ 15：00

　ご好評いただいている『貞奴マルシェ』を
本年も開催いたします。多くの皆様の御来山
をお待ち申し上げます。

【日時】10 月 26 日（土）　9：30 ～ 15：00

（
順
不
同
敬
称
略
）

奉
納
者
芳
名

７
月
～
８
月

　

九
月
二
十
二
日
、
小
豆
畑
住
職

お
導
師
の
も
と
秋
彼
岸
会
法
要
が

営
ま
れ
ま
し
た
。

　

午
前
十
時
か
ら
の
法
要
に
は
、

檀
信
徒
を
は
じ
め
大
勢
の
ご
家

族
、
親
族
が
参
列
さ
れ
、
心
静
か

に
合
掌
焼
香
し
て
供
養
の
誠
を
捧

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
堂
で
の
法
要
終
了
後
、
引
き

続
き
水
子
地
蔵
尊
宝
前
に
お
い
て

法
要
が
営
ま
れ
、
多
く
の
方
々
が

参
列
さ
れ
ま
し
た
。
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各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

岩
倉
市　
　

ソ
ノ
ケ
ミ
カ
ル

名
古
屋
市　

福　

谷　
　

麻　

子

　

〃　
　
　

加　

藤　
　

充　

代

　

〃　
　
　

井　

上　
　

英　

子

東
京
都　
　

竹　

内　
　

里　

沙

名
古
屋
市　

宮　

澤　
　

保　

雄

桑
名
市　
　

伊　

藤　
　

康　

紘

多
治
見
市　

早　

川　
　
　
　

勇

名
古
屋
市　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

瑞
穂
市　
　

丸
門
建
設
㈱

羽
島
市　
　

丸
門
運
輸
㈱

碧
南
市　
　

井
上
メ
ッ
キ
工
業
㈱

名
古
屋
市　

㈱
Ｔ
Ｋ
Ｂ

東
近
江
市　

滋
賀
丸
門
運
輸
㈱

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

半
田
市　
　

ミ
ロ
ク
工
業
㈱

江
南
市　
　

㈱
林
本
建
設

　
　
　
　
　
　
　
　

林
本　

圭
司

名
古
屋
市　

住
友
電
設
㈱

　
　
　
　
　

通
信
シ
ス
テ
ム
事
業
部

丹
羽
郡　

㈲
大
矢
設
備

春
日
井
市　

水　

野　
　

素　

子

名
古
屋
市　

名
古
屋
成
田
講

　

〃　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

山
県
市　
　

成
田
山
岐
北
月
参
講

◆
索
の
会　

名
古
屋
成
田
講
支
部

　
　
　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
支
部

　
　
　
　
　

岐
北
月
参
講
支
部

　

成
田
山
成
福
講
（
先
達
＝
青
木

一
博
氏
）
で
は
七
月
十
四
日
、
恒

例
の
信
貴
山
・
生
駒
山
・
三
輪
大

社
参
拝
旅
行
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。

　

一
行
は
早
朝
五
時
に
出
発
し
、

奈
良
県
へ
入
り
三
輪
明
神
や
生
駒

山
宝
山
寺
を
参
拝
後
、
信
貴
山
へ

到
着
い
た
し
ま
し
た
。
境
内
参
拝

後
、
朝
護
孫
子
寺
本
堂
に
て
大
般

若
の
ご
祈
祷
を
受
け
、
成
福
院
本

堂
に
て
お
護
摩
ご
祈
祷
を
受
け
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　

菱
木
記

　

お
彼
岸
も
過
ぎ
て
よ
う
や
く
暑

さ
も
和
ら
ぎ
過
ご
し
や
す
い
季
節

が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年

の
夏
の
暑
さ
も
本
当
に
体
に
厳
し

い
も
の
で
、
連
日
酷
暑
が
続
き
、

日
中
の
活
動
に
支
障
を
き
た
す
ほ

ど
で
し
た
。
調
子
を
崩
す
の
は
人

間
だ
け
で
は
な
く
、
お
米
の
不
作

に
も
影
響
さ
れ
た
令
和
の
米
騒
動

も
記
憶
に
新
し
い
所
で
す
。
執
筆

時
は
九
月
初
頭
で
す
の
で
結
果
は

ま
だ
わ
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
新

米
の
出
荷
で
落
ち
着
い
て
く
れ
る

こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。
今
ま

で
通
り
と
は
い
か
な
い
の
が
世
間

の
常
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
成
田
山

が
常
に
変
わ
ら
ず
皆
様
の
ご
安
心

に
役
立
て
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
行
楽
シ
ー
ズ

ン
、
足
を
延
ば
し
て
お
参
り
い
た

だ
け
ま
す
事
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

岩
田
記

中
二　
　

織
田
唯
衣
那

小
五　
　

林
優
衣
奈

小
二　
　

市
原
圭
人

【
評
】
行
書
の
運
筆
が
う
ま
く
出
来

ま
と
ま
り
よ
く
書
け
ま
し
た
。

【
評
】
一
点
一
画
て
い
ね
い
な
筆
使

い
で
書
け
ま
し
た
。

【
評
】
す
な
お
な
線
で
し
っ
か
り
と

て
い
ね
い
に
書
け
ま
し
た
。

紙
上
書
道
展

八
月
の
大
護
摩
供

　
　

修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

八
月
の
登
山
講
社

編
集
室
よ
り

銅
板
志
納
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

八　

月

10 月の成田山行事
お不動さまの御縁日
　　毎月 1 日、15 日、28 日

◆七五三まいり
　　10 月 1 日～ 11 月 30 日
◆ご詠歌講習会　15 日
　　午後 1 時　信徒会館 3 階
◆ほうろく灸　20 日　大師堂
◆写経会　28 日 信徒会館 3 階

行事は中止または内容が変更となる
場合がございます。最新情報はホー
ムページ、境内掲示、お電話にてご
確認お願い致します。

ほ
う
ろ
く
灸

◆
日
時
　
十
月
二
十
日
　

　
午
前
九
時
～
午
後
二
時

◆
場
所
　
大
師
堂

◆
期　
　
　

間　

10
月
１
日
～
11
月
30
日

◆
ご
祈
祷
時
間　

午
前
９
時
よ
り
午
後
３
時
ま
で

◆
と

こ

ろ　

本　

堂

◆
ご
祈
祷
料　

５
千
円
以
上
（
御
札
、
お
守
り
、

　
　
　
　
　
　
　
千
歳
飴
、ジ
ュ
ー
ス
、日
本
モ
ン
キ
ー

　
　
　
　
　
　
　
パ
ー
ク
招
待
券
付
き
）

『
七
五
三
ま
い
り
』
の
ご
案
内

※
11
月
３
日
は
当
山
大
祭
の
た
め
、
10
時
か
ら

　
12
時
30
分
の
間
、
ご
祈
祷
を
控
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

成
田
山
成し

ょ
う

福ふ
く

講

　
信し

ぎ貴
山さ

ん

参
拝

健
康
増
進
・
身
体
健
全

夜間境内封鎖
の お 知 ら せ

防犯及び安心安全確保の為、
夜間施錠を以て境内地を完全
封鎖することとなりましたの
でお知らせ致します。皆様の
ご理解とご協力の程宜しくお
願い申し上げます。

施錠時間
夕方 6 時～翌朝 6 時

八
月
の
自
動
車
特
別

ご
祈
祷
修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）


